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Study of Therτnal Deformョtion of Continuous Body 
by Mathematical Physics. ( 1 ) 
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The therm.al deformatin of a continuous body by heat impulse was treated. 
The author tried to solve it considering the plastic effect. 
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一方向には変形でき ない よ う に し一方向には 自 由に
変形で き る よ う に した半無限 の二次元連続体の一端に
熱衝撃を加えた時の熱変形を塑性域が表われ る こ と を
考えに入れて考察す る。
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x 軸方向を 自 由 に変形で き る方向， y 軸方向を変形
で き ない方向に と り x = O に時間 t 0> t > 0 内に単
位時間につ き Qo の熱量を突然流す熱衝撃を与え る。
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E ; ヤ ン グ率， μ ; ポ ア ソ ン比， æ ; 線膨張係数
y 方向には変位がな く x 方向には応力が働 らかなL 、
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.l ; 熱伝導係数， p ; 密度， c ; 比熱
よ り 求 ま る。 ω 0 < t <toの解は
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故に， x <ð 内 の応力は(1) よ り
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塑性変形のお き る 点は
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よ り 計算でき る。
x = O と おい て塑性変形のお き る時間を求め る と
Y =Ea:To と な り こ の場合は温度を塑性変形のお き る
温度迄上げた時に始め て塑性変形が生 じ る 。
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こ の式の中に x = O を代入すれば塑性変形の始 ま る
時間 t協 が求 ま る 。
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0 <  t <to の聞に単位時間に熱量 Qo の熱衝撃を与
えた時 (4) の い が to よ り 大な ら ば 塑性変形は 生 じ な
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即ち塑性変形の生 じ ない条件は
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であ る。
温度 To を加え る熱衝撃では
To =長
以上の温度にすれば塑性変形を生 じ る。
以上簡単な境界条件の下におけ る熱衝撃 と それに と
も な う 応力分布， 塑性変形の生 じ る条件を数理物理学
的に調べたが更に複雑な 問題への発展及実際の物体の
数量を入れて の計算を行っ て見たし 、 と 思 う 。
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次に x = O を 0 < t <to で To の温度に急にあげ る
熱衝撃を与 え る。
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で解いた解を用い る叫
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